
事業報告書

令和４年度

【令和４年４月１日から令和５年３月 3 1日まで】

学校法人 邨橋学園



１．法人の概要

①名 称：学校法人 邨橋学園【昭和 42 年 12 月 22 日法人認可】

【昭和 43 年 2 月 7 日法人設立登記】

②住所等：大阪府門真市柳田町６番２号

電話番号 ０６－６９０８－９２５０

ファックス ０６－６９０８－６１９０

ホームページ http://tachibana.ed.jp

③設置する学校 （令和４．５．１現在）

学校の名称 ：幼保連携型認定こども園 たちばな幼稚園

設置認可 平成28年4月1日

定員:167名 実員:159名 令和４年度末在籍人数 159人

年齢 ０歳 １歳 ２歳 満3歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計

区分 ３号 ３号 ３号 １号 １号 ２号 １号 ２号 １号 ２号 －－

人数 11 15 15 3 19 21 10 22 18 25 159

④理事長氏名 ： 邨橋 雅廣 (令和４年３月28日理事会選出)

＊理 事 ７人、評議員 15人、監事 ２人 理事会 年2開催

⑤教職員の状況（令和2年度末時点）

たちばな幼稚園

教職員数 35人。（正規職員 30人 非常勤 4人 派遣運転手 1人）

《新規採用者2人 退職者2人 育児休業2名 》

２．令和３年度 たちばな幼稚園の概要

①教育理念

「自由と規律」

自由と言っても好きかってしても良いということではありません。自分の枠を超えて

いろいろなことができる力を育てるということで、そこには人に迷惑を掛けないとい

う責任があります。

社会生活を営む上では、いろいろなルールがありますが、それは決まりを守ることで

お互いが快適に生活できるためのもの（規律）です。自分から決まりを守る（自律す

る）ことで、自分でできること（自由）が増えてきます。

子どもたちが自分の周りに目を向けて、たくさんの人の中でお互いが認めあえること

ができるような経験をたくさんしてほしいと思います。（＝共に生きる）

②教育方針

・集団生活の場で、子ども一人が気持ちを解放し、自己発揮できる保育。

（個性をはぐくむ）

・我慢する、約束を守る、人のいやがることをしない、など、社会に出たときの態度

を身につける保育。（社会性・思いやりをはぐくむ）

http://2.tachibana.ed.jp/%7Etatibana/


・子どもの自発的な活動としての「遊び」を通して、学べる環境を目指す保育。

（自立をはぐくむ）

・興味・関心や好奇心・探究心を養う保育。（主体性をはぐくむ）

③保育目標

個性を発揮し、周りの子ども達と協力し合い、遊び・学べる子ども

１，健康安全の環境を整えて、心身の調和発達を助長する。

２，集団生活を経験するなかで、協働と自立の芽生えを養います。

３，日常生活における基本的な習慣を身につけ、豊かな情操を養い、円満なる人格形

成の基礎を培います。

④教育方法

・たてわりではない異年齢保育

・子ども主体の保育

・かかわりを大事にした保育

・ねらいに応じた選択性の保育

・チーム保育（保育士含め全員で係わる保育）

⑤学年、定員、実員（内訳）学級数 （令和３年５月１日現在）

年度 ０歳児 １歳児 ２歳児 満３歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

定員 9 15 15 3 37 43 45 167

学級 1 1 1 0 3 3 3 12

R3年度 4 11 15 0 32 44 44 150

R4年度 9 13 15 0 40 33 43 153

年度末 11 15 15 3 40 32 43 159

充足率（年度末） 1号 83％ 2号 100％ 3号 105％

○開演時間 月～土曜日：午前7時30分～午後7時 （11時間30分）

○保育時間 1号 月～金曜日

午前９時～午後２時 （5時間）

２号・3号 月～土曜日

保育標準時間認定

午前7時30分～午後６時30分 （11時間）

保育短時間認定

午前９時～午後５時 （８時間）

○給食 月～土曜日

弁当 園外保育等・土曜日の1号預かり保育臨時利用時

①保育料及び諸経費

○保育料：所得に応じて市が決定する

○特定保育料：施設設備費：2,400円

職員拡充研修費 3,200円

給食調理費 2,000円



教材費 ０・1歳児 1,600円 2歳児 2,700円 3歳以上 3,200円

○給食費：1号認定 200円／1回

2号認定 6,500円（主食費・副食費）

〇冷暖房費：700円／月

○園バス維持費：3,400円（月額）

入会金3,000円（初回のみ）

預かり保育利用など迎え・送りどちらかのみの利用の場合半額

○保護者会費：600円 （月額）

○雑費（定額で預かり、園外保育などに当て、年度末で精算する）

５歳児：4,500円 満３歳児および３・４歳児：3,500円

⑤入園時の費用

○入園事務手数料：30,000円

※兄姉が在園しているか兄弟２人同時入園に限り奨学金20,000円を入園後支給

する。（適用人数 24人）

⑥預かり保育

○1号 月～金曜日：保育終了後～午後５時まで

月極：7,700円 臨時：770円

土曜日等 朝８時30分〜午後５時まで 臨時：1,540円

特別延長 午前７時30分〜午前８時30分 ・ 午後５時〜午後６時30分

臨時：100円／30分毎

午後６時30分〜午後７時

臨時：200円

夏休み中・土曜日

月極：10,000円 円

土曜日等 朝８時30分〜午後５時まで

特別延長月極 午前７時30分〜午前８時30分 2,000円

午後５時〜午後６時30分 3,000円

午後６時30分〜午後７時 2,000円

〇2・3号

延長 午前７時30分〜午前８時30分 ・ 午後５時〜午後６時30分

100円／30分

午後６時30分〜午後７時 200円

⑦行事の実施状況

４月/入園式（保護者同伴）、始業式、クラス懇談（リモート含む）

クラス写真撮影

以下は毎月実施 身体測定、誕生会（各クラスにて）、避難訓練

５月/創立記念日(1号のみ休み)

６月/健康診断、虫歯予防デー、



７月/個人懇談、七夕、夏祭り、終業式、夏休み

８月/夏休み、夏期保育、年長児お泊まり保育（園内にて実施）

９月/始業式、総合避難訓練、保育参観、運動会予行

10月/運動会、園外保育、翌年度入園児面接、園外散歩

11月/オータムフェスティバル、生活発表会予行、内科検診

12月/餅つき、生活発表会、クリスマス会、終業式、冬休み、

１月/始業式、

２月/豆まき、個人懇談、お別れ遠足（大阪市科学館）

３月/ひなまつり会（各クラス）、お別れ会、終了式

卒園式（保護者同伴）、成長展

⑧主な事業・計画の進捗状況

〇３・４・５歳児の保育グループ毎に特徴を持たせ、各グループ間の交流を遊び

を通して促すための環境設定

（例 科学ゾーン・伝承遊びゾーン・木工ゾーン などの充実）

補助金利用で購入

○その他子育て支援事業として継続のもの

・未就園児親子登園事業

※廃止 一時預かり事業を検討

・キンダーカウンセラー事業(大阪府補助金事業)

臨床心理士によるカウンセラー事業は実施

月２回の相談日・月１回の園児観察日

(ただし緊急時や継続児の相談も含む)

・園開放事業

※コロナ感染対策のため実施せず

・絵本貸出事業

※在園児のみ対象で実施

乳幼児に絵本の貸出・保護者に子育て関連書籍貸出

○新規事業 及び 変更点

・中庭人工芝の張り替え

※コロナ感染対策のため実施せず

経年劣化に伴い芝生の先がちぎれ服に静電気で付着し取れず保護者から

対策の要望があったり、保育室の掃除が追いつかない状況になっている

ため、張り替えを検討している。（見積もり価額 約 600万円）
・園庭築山の緑化

※コロナ対応のため検討のみ

園庭の改造で、ビオトープなど自然環境が良くなったが、築山について

は、子ども達もよく遊ぶので、クローバーなどの種をまいても定着せず

当初の予定と違っているのでその対策を検討し、簡易なものから実施す

る。



・トイレの乾式化

※コロナ感染対策のため実施せず 令和 5年度実施予定
北・南園舎は、トイレが湿式のため時の汚臭が発生し衛生管理が難しくな

っている。また、今回の感染症の問題で消毒のしやすさや徹底を考えたと

きに、掃除後に水が残る湿式より乾式が望ましいため、改修の検討・実施

を行う。しかし、補助金対象の事業とする予定が、対象外だたため令和 5
年度に繰り越しすることとなった。

・指導内容の検討

ただ園児にとっての行事は、保育活動として重要なものであるため、極力

行事の意義を検討し感染症対策を実施しながら行うよう話し合い、ほとん

どを行うことができた。

体操指導も集まって話を聞く様な場面を少なくするなど、指導形態を変え

ていった。

感染防止のため課外活動を宣言の出ている期間中止した。

・チーム別保育から合同保育に切り替え

幼児クラスの保育者との話し合いの中で、クラス間の情報の共有とそれに

伴う活動差の問題、異年齢での活動の成果はあったが、クラス間の子ども

の交流に問題があった。そのため園児減少に伴い、これらの問題が解決す

るということで、活動を合同で実施することにした。

行政上は各学年 2クラスになるのだが、保育活動としては、３・４・５歳
児は異年齢の合同で保育することにした。

３．財務の概要

①財務状況の説明

定員変更し保育単価は適正になったが、コロナ禍での０歳児の応募が年度後

半まで少なく年度末には定員に達したなど、園児数の予測がずれ人件費の負担

が大きかった。

さらに、幼児２クラス分の園児数であったが、配置基準より少なく保育内容

は確保されているが、人件費の負担は大きかった。

職員採用については、不調の状況が続いていて、WEB 広告などの利用方法を
検討しなければいけない。

職員採用に当たり本園の保育に共感し働きたいという人が応募してくれると同

時に、子どものためにと選ばれる保育とするために、保育の質の向上を目指すこ

とも財務状況を改善する大きな要素と考えるが、少しずつその傾向が見え始めた。


